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※出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

・11月3日（金）の記念写真配列図についてＷＩＺの掲示板にて掲示されています。各自確認し、当日は迅速に並ぶ様お願いします。

・11月4日（土）深夜チーフの変更について

阿部　大ＧＯＭ→沢田　静子ＮＳに変更となりますので周知して頂く様お願いします。
・10月30日（月）、10月31日（火）メモリアルホールにて17：30～18：30まで「精神保健福祉法改正について」課内研修があります。講師は下平ＰＳＷです。勤務以外の方は出席して下さい。

＜患者様連絡事項＞

· 伊藤　雄一様～青山荘入所が決定となり、退院の日時が決まりました。退院日は11

月11日（土）です。担当スタッフは退院に向けての退院時サマリー、退院時チェック表に沿って実施しながら退院療養検討会の開催日を検討して下さい。

・上久保　善郎様～青山荘入所が決定となり、退院の日時が下平ＰＳＷから連絡が来ました。退院日は11月7日（火）14：00となっています。担当スタッフは退院に向けての退院時サマリー、退院時チェック表に沿って実施しながら退院療養検討会の開催日を検討して下さい。

・滝田　英人様～10月29日（日）、次女の方で東京に在住されているお姉様とお母様の面会がありました。面会の際お姉様より、お母様の腎臓が悪い可能性がある為、東京の病院に行かれ受診の結果で治療・入院となると思われるので暫く八戸を離れてしまう為外泊は出来なくなります。金銭面に関しては、今まではお母様が直接当院へ入院費とお小遣いを払いに来られていましたが、11月より現金書留で入院費とお小遣いを送金する事になります。今後も気分変動や病状の変化を観察し、

傾聴しながら関わっていきましょう。

・小比類巻　昇様～ご家族より11月12日（日）に退院させたいと連絡ありましたが、退院予定となっていましたが、退院後の支援の目途が立っていない為下平ＰＳＷよりご家族へ電話連絡後承諾を得て、退院は延期となっています。本人様は11月いっぱいで退院できると思っています。その為、主治医に情報提供し本人様に伝えて頂く様依頼する事を検討しています。今後退院が延期した事で精神症状の変化の可能性がある為日中の過ごし方・他者への交流等を観察・傾聴しながら関わっていきましょう。

・小坂　君子様～10月26日(木)右膝の疼痛訴えが聞かれています。日課・治療プログラム等には支障なく参加出来ています。本日日中でサポーターを使用している事を確認し疼痛の訴えが聞かれています。歩行時の跛行は見られず、買い物等にも行かれています。主治医よりは水曜日の問診時まで様子観察し疼痛が増強となったらば他科受診する可能性もある事を外泊に行かれる際にご家族へ説明後他科受診となった場合にはいつでも付き添える事をご家族より確認しています。今後も右膝の疼痛に関しての訴え時は傾聴し歩行の様子や患部の観察をしていきましょう。

＜ＯＴ一週間の報告・検討＞

・本田　英之様～以前は居眠りする様子見られていました。現在は居眠り見られず、意欲的に陶芸を行っています。他患者様とも交流見られ、日中の活動性は保たれてきています。引き続き意欲の向上・日中の活動性の維持向上を促していきます。

病棟側では1日スケジュール表を個人のオリジナルで作成して頂き、担当スタッフと一緒に確認されています。10月28日（土）～10月29日（日）お父様とのコミュニケーションを目的とし外泊に行かれていますが、その日お父様が出張の為挨拶程度しかできなかったと本人より話されています。外泊中では茶碗運び等の手伝いを行ってきたと話され、夜間の睡眠状況については0：00までには寝ようと本人なりに決めて実際に0：00に就床し7：30に起床出来ています。今後も、夜間の睡眠状況・日中の活動性の確認、生活リズムが整えられるよう関わっていく事を情報提供しています。

・伊藤　雄一様～以前より自ら作業療法士へ「そろばんの勉強がしたい」と話され、作業療法士で計算ドリルを準備し、提供しましたが、「退院が近いからいらない」と言われその他の作業を提供しますが、拒否され持参された本を現在読まれています。11月から行う小グループでの作業はやると言われており、読書以外の意欲の向上・作業の遂行能力の向上を促していきます。又、他者との交流が少ない為小グループ設定にし関わりを持てる時間を提供していますが一人で黙々と行なっている事が多い為、他者のコミュニケーションの設定をし、人との関わり方を学んで頂く様に促していきます。病棟側も、他者のコミュニケーションに関しては社会復帰に向けて関わっていき更に生活のリズムを整えていける様に働きかけ傾聴し関わっている事を情報提供しています。

・上久保　善郎様～現在作業療法士から提供した計算ドリルを「今日はこの分」と1日にやる範囲を決めて行っています。やり終わったら他患者様と将棋をしたり、他患者様が行っている作業を見学したりしています。眠気がある時は眠らないように水で顔を洗う・作業室を歩くなど本人なりに工夫され対処されています。引き続きその日やる範囲を決めて、日中の活動性の維持を保てる様促していきます。病棟側では余暇の過ごし方を担当スタッフに検討して頂き社会復帰に向けての関わり方を検討していく様にする事を情報提供しています。

・十日市　利喜様～現在作業では、設計図を書いています。設計図についてスタッフが質問されると答える事なく、黙り込む事あります。小グループでの作業は他患者様と協力して行っていますが、個別作業の時、設計図の他に違う作業を提供しますが拒否され、自分の中でこだわりがある様子で、設計図を書いている状況が続いています。今後はなるべく現実的な作業を提供していく様に促していきます。病棟側でも作業についたスタッフからも設計図と違う個別作業をしてみませんかと声掛けし関わっていく様にする事を伝えています。

＜週間予定＞

・30日（月）・31日（火）課内研修　17：30～18：30

・1日（水）歯科診察（小坂　君子様）

・2日（木）皮膚科診察

小坂先生の勉強会　15：30～

· 3日（金）創立記念日・学術研究発表会

＜受け持ち患者様NCP評価、検討＞

· 平　京子様～「♯１：臥床せず、余暇の過ごし方を上手に使う様にする。」

P-①日中余暇は、ホールで過ごす。

P-②1日のスケジュール表を作成する。

P-③テレビの内容を感想文にて提出し検討。

P-④出来ない時、傾聴。

土・日の余暇時臥床がちである為、プラン1としてケアプランにあげています。1日のスケジュール表を作成し、余暇時の過ごし方の確認を担当スタッフと日中の余暇について振り返りを行っています。テレビの感想文については今後も持続していき現在は本人のオリジナルで１日のスケジュール表を作成していましたが今後スケジュール表を統一していけるかどうかを担当スタッフで検討し更に題目や内容を本人様と話し合い11月からは変更する予定とし表示を１日のスケジュール表の統一化に関しては今後活用性の評価を検討して考えていきたいと思います。

・柳杭田　かつ子様～「♯1　幻聴・妄想に因われず、金銭管理出来る」

　　　　　　　　　　P-①お小遣い帳・残金確認

　　　　　　　　　　P-②金銭譲り渡し・発言があった場合傾聴

　　　　　　　　　　P-③月末に本人と振り返りを話し合う

以前スタッフに金銭の譲り渡し行為があり、9月の月初めまでは金銭譲渡発言のみ聞かれていた為担当スタッフ間でお小遣い帳の記載確認を続けてきて行動化する事ない為お小遣い帳のみ本人持ちとし金銭は預かり金としてきました。9月末から現在至ってスタッフへ嗜好品を渡す行為が見られ更にビックやスモールに関連した事で発言や行動が著明となっている為プランの内容や題目等を検討しながら本人様と話し合いにより11月からお小遣い帳も預かりとています。担当スタッフで今後の統一した関わり方や対処法を検討していきます。


































